
ト
ウ
リ
ゴ
エ
刀
利
越
金
制
作
上
肝
川
の
税
制
か

一

ら
、
河
北
川
一
卜
川
上
・上
川
上
・鏡
子
口
・
下
荒
騒
・羽

一

恩
・東
前
期
・
北
袋
・
M
T
下
・町
・古帽出品守
・
行盟…

χ
・杭

一

谷
を
慌
て
、
越
巾
醐
刑
法
泌
万
利
に
京
る
削
を
い
ふ
。

一

こ
の
滋
桜
一

引
粁山判。

一

ト
ウ
リ
サ
エ
モ
ン
刀
利
左
衛
門

旭
中
の
一
俊

一

大
怖
で
、
河
北
川
御
品
川
諸
山
に
日
た
。
佐
久
間
同
町
政

一

樹
初
日
退
治
の
時
、
左
衛
門
は
川
四
民
阿
川
村
駒
太
郎
と

一

都
ナ
る
川
畑
怖
の
援
を
得
て
能
〈
職
う
た
が
、
山
町
政
は

一

ト
ウ
ロ
ダ
ケ

燈
範
竹

初
め
滞
士
組
外
多
結
局

万
利
方
に
ゐ
た
蛸
臥
仰
の
牢
助
・
布
袋
の
右
術
門
を
誘

一
八
平
の
山
誌
に
仕
へ
、
本
名
不
件
、
般
犯
竹
は
そ
の
閉
山

う
て
訟
に
城
や
一
陥
れ
た
。
こ
の
山
中
、
有
印
永
引
の
古

一h
円
で
あ
る
o
M
N
刷出品
H

博
裂
を
伐
し
て
出
狩
、
江
戸
弁

兵
談
凶
日
謎
州
市
に
見
止
る
。
蛸
ぬ
は
川
子
ぬ
で
あ
ら

一
上
河
内
守
の
抑

H
M刊
役
か
ら
出
身
し
て
知
行
出
百
石

ぅ。

一
の
家
老
と
な
っ
た
が
、
家
を
義
子
に
縦
り
、
京
都
に

ド
ウ
日
ン
カ
マ
ヤ

滋
林
釜
屋
能
尖
州
酬
は山門
押
印
赴
き
て
佐
々
木
北
翁
と
精
し
、
後
九
侠
家
の
獄
掌
と

税
収
む
の
内
の
小
字
。

一
な
0
8引
を
左
京
高
安
と
改
め
、
宮
刊
怖
が
ね
の
貸
付
を

ド
ウ
リ
ン
ジ

遁
林
寺

能
wu古川
中
(m
wmuむ
に

一
同
旋
し
て
明
和
元
年
金
町
内
に
来
。
、
三
年
日
向
守
に

在
っ
て
、
長
宗
一
胤
仮
に
臨
す
る
。
も
と
道
裂
で
あ
っ

一
叙
併
し
、
凶
年」
1

一
月

H
二
日
夜
。
飛
好
院
忠
山
北

た
が
、
明
治
十
二
年
三
月
寺
悦
の
パ
出
桝
を
泊
さ
れ

一
翁
日
頃
と
滋
し
、
そ
の
子
長
氏
の
応
来
役
山
中
掠
五

た
。

一
左
衛
門
に
よ
っ
て
泌
を
郡
明
智
に
匙
て
ら
れ
た
。
粋

ド
ウ
レ
イ
ジ

束
嶺
寺

山
尚
榔
川
倒
的
に
在
つ

一
史
治
安
川
世
話
に
は
こ
れ
を
湾
総
竹
川
純
と
し
て
紋
せ

て
、
山凶
制
宗
に
制
す
る
。
初
め
別
別
咋
初
制
見
出
加
山
寺

一
て
ゐ
る
。

か
ら
分
か
れ
て
、
町
制
院
と

m
L、
本
七
出
に
在
つ

一

ト
ガ
ア
リ
チ
カ
栂
有
隣

泌
抑
制
点
五
郎

-m左

た
が
、
天
正
八
年
長
辿
認
の
川
削
間
以
に
移
っ
た
後
、

一
衛
門
・八
郎
右
衛
門
・
八
郎
・
八
郎
左
衛
門
。
延
事
四

寺
を
そ
の
地
に
移
し
、
ほ
の
訟
蹴
閉
山
容
院
花
撚
妙
一帯

一
年
養
父
総
人
の
也
知
証
一
白
石
を
受
け
、
大
小
綿
・荻

こ
作
花
m
m
m
椛
)
に
よ
っ
て
花
務
寺
と
改
め
、
後
随

一
小
怖
に
列
し
た
が
、
明
利
八
年
能
精
白
に
抗
さ
れ
、

長
三
年
長
辿
制
は
堂
一
宇
を
改
築
し
、
奴
年
先
考
辿
龍

一
後
五
ケ

山
に
修
さ
れ
た
。
安
永
四
年
配
防
御
弘
、
先

の
三
サ
一一一

M
n
mに
際
し
、
そ
の
法
鋭
東
側
向
同
州
出
崎
市

一
知
況
刊
布
を
脳
ひ
、
御
山
内
迦
組
に
班
し
、
天
明
五
年

に
凶
み
て
削
加
山
一
拠
出
削
寺
と

mし
た
。
寺
山
肌
の
印
刷
本

一
-止月
十

一
日
間
イ
四
段
を
以
て
裂
し
た
。

執
色
十
六
山
純
一
泌
品
開
4
1
4
ハ
制
各
田
町
一
米
六
御

・
円
制
凹
問

一

ト
カ
イ
ヒ
ョ
ウ
テ
キ

渡
海
標
的

一
加
。
天
保

線
は
、
室
町
初
期
の
作
と
詰
め
ら
れ
る
。

一
七
年
石
黒
償
問
の
者
。
航
海
梁
者
の
お
平
易
に
天
測

ド
ウ
ロ
ウ
同
牢

』

〆

イ

ロ

ウ

の

法

を

説

き

、
何
州
政
の
怨
設
な
き
水
手
に
も
wu
行
し

ト
ウ
ー

ト
力

ト
ウ
リ
キ

町問。

束
力

石
川
郡
米
丸
郷
に
凶
す
る
邸

ド
、

k』

ro

f
g
 

得
べ
き
を
則
し
た
も
の
で
あ
る
。

ト
ガ
サ
キ
と
が
柏
町
臨
応
部
能
官
ね
な
る
川
氏

一

郎
訴
の
商
方
に
在
る
岬
。

一

ト
ガ
シ

富
借

J
ト
ガ

シ

部

保
門布
川
)
。
一

ト
ガ
シ

富
樫

石
川
仙
の
加
四
日山
名
。
古
刀
銘
縦

一

ト
ガ
シ
イ
ヘ
ア
キ
一
フ

富
樫
家
明

竣
明
の
子
。

に
載
せ
た
刀
刷
出
の
銘
に
、
建
武
元
年
五
月
二
日
加
州

一
泊
群
保
次
郎
o
正
中
=
一
年
守
謎
岱
樫
家
明
が
、
白
山

首
併
住
人
際
防
光
長
と
あ
白
、
大
采
寺
山
融
点
和
二
年

一
宮
と
金
制
間
宮
と
の
和
説
に
巾
介
し
た
こ
と
は
、
白
山

四
用
十
六
日
押
野
地
山
間
際
限
家
誌
の
許
巡
航
に
、『
抑

一
宮
班
山
間
部
巾
記
録
に
見
え
る
。
家
訓
に
伐
識
と
あ
る

脱
却
庄
旧
地
四
一宮山限
z
東
山
正
問
江
-限
目
問
自
抑
制
川
ア
』
一

も
の
も
、
こ
れ
と
同
人
で
あ
ら
う
。

と
あ
り
、
X
白
山
富
舵
倣
締
巾
杷
飯
山
山
泊
二
年
の
保

一

ト
ガ
シ
イ
へ

hy--

g
樫
家
図
世
間
袋
内
孫
、
宗

に
、『
勝
恵
坊
辿
務
自
也
候
被
青
山
之
刻
一
苫
々
」一

と
あ

一
一
切
の
子
。
沼
桝
次
郎
、
法
名
は
仰
商
。
児
以
宗
の
後

る
。
後
品
川
石
川
淵
認
候
庄
内
に
白
僚
の
品
名
は
な
い

一
を
綴
い
で
加
引
介
と
な
白
、
一
川
保
郷
町
，
間
に
住
し
、

が
、
野
々
市
が
恐
ら
く
は
古
へ
笛
様
郷
の
本
側
却
で
あ

一
一
円
刷
機
介
と
い
は
れ
た
。

っ
た
の
で
、
出
樫
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
論

↑

ト
ガ
シ
イ
へ
チ
カ

富
樫
家
近

一
に
家
遁
に
作

者
或
は
脳
氷

・
永
写
の
文
書
に
抑
野
庇
大
束
寺
と
な

一
る
。
借
家
の
子
。
泌
椛
次
郎
。
保
允
允
年
別
配
し
た
が
、

っ
て
、
そ
の
大
双
寺
は
野
々
市
に
在
る
の
だ
か
ら
、

一
最
も
H

目
指
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

野
々
市
は
印
ち
抑
野
庄
で
な
け
れ
ば
な
ら
山
と
い
ふ

一

ト
ガ
シ
イ
へ
ツ
ネ

富
樫
家
経
日
傑
家
近
の
子

も
の
も
あ
る
。
し
か
し
抑
野
庄
を
ヨ
籾
以
降
の
自
候

一
で
、
次
郎
と
川
町
し
、
父
に
先
だ
っ
て
残
し
た
。

郷
内
の
一
郎
と
す
れ
ば
こ
の
問
題
は
僻
決
す
る
o
滞

一

ト
ガ
シ
イ
へ
ナ
ホ

富
樫
家
直

次
郎
と
帯
し
た
o

政
時
代
で
は
抑
野
庄
が
小
さ
く
な
っ
て
、
野
々
市
は

一
家
終
の
子
で
あ
る
が
、
交
は
早
川
し
た
か
ら
、
組
父

宮
概
庄
内
に
邸
し
て
民
た
o

一
家
近
の
後
党
総
い
だ
o
家
底
、
安
元
こ
年
同
司
の

n

ト
ガ
シ

富
樫

幸
若
の
控
刷
物
の
中
に
出
模
及
び

一
代
近
隣
師
終
に
従
う
て
、
鵜
川
稲
泉
寺
に
蔽
妨
し
、

笈
担
の
ご
山
が
あ
る
o
w
u
僚
に
在
つ
て
は
、
排
院
が

一
そ
の
鮎
果
白
山
隷
従
の
岡
山
訴
に
よ
っ
て
側
料
等
の
配

安
宅
に
京
っ
て
御
法
制
制
を
刻
む
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る

一
統
を
見
る
に
京
っ
た
か
ら
、
終
身
上
約
す
る
こ
と
が

が
、
議
曲
の
如
〈
義
経
は
そ
の
揚
而
に
回
目れ
ぬ
。
故

一
な
か
っ
た
。

に
宰
若
の
白
根
は
、
義
経
忠
の
『
平
泉
寺
御
見
物
の

一

取
』
の
僚
に
話
。
、
附
し
て
之
に
削
地
恨
の
一
段
を

一

加
へ
た
の
は
、
恐
ら
く
は
平
家
物
剛
山

・
源
平
山
日
夜
恒

一

の
文
先
制
泌
艇
か
ら
怖
間
作
し
た
の
だ
ら
う
と
忠
は
れ

一

可。。

ト
ウ
ロ
ヲ

情
。

E事

河
北
相
場
澗
郷
に
闘
す
る
部

ト
ウ
ロ
テ
ホ
ウ

東
六
鳳

一
加
。
小
松
の
例
入

宇
中
編
。
民
永
戊
子
八
月
望
仰
後
川
否
仲
陣
。

一一尽
柏

屋
勘
右
術
門
佐
。
裕
束
双
林
寺
閑
阿
粥
序
で
宇
中
が

月
見
の
品
目
を
山
聞
き
、
支
考
が
そ
の
句
評
を
試
み
た
も

の
h

外
、
月
の
削
・
月
の
後
の
倣
仙
が
あ
る
。
又
別

に
那
谷
の
花
を
詠
じ
た
一
容
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は

字
巾
が
句
併
を
試
み
、
タ
市
が
花
見
の
杷
を
作
っ
て

ゐ
る
。

ト
ガ
シ
ア
キ
チ
カ

富
樫
詮
親
元
中
八
年
(
明

徳
二
〉

山
名
民
治
と
涼
し
、
大
内
務
弘
と
内
野
に
椛

う
て
残
し
た
も
の
に
箆
楼
介
が
あ
る
。
こ
の
出
叡
介

五
八
O

は
結
訟
に
そ
の
名
を
担
さ
ぬ
が
、
た
h

ふ
岬
明
記
併
に

の
み
は
お
柑
世
絵
糾
と
し
て
ゐ
る
。
若

L
Rに
そ
の
人

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
自
家
の
子
で
あ
っ
た
の
で
あ

ら
・ヲ。

ト
ガ
シ
イ
ヘ
ナ
ホ

富
樫
家
間

弘日
K
允
年
侭
誌

の
附
滋
惚
阿
附
梨
の
錫
に
大
束
寺
を
石
川
山
野
，
市

に
建
放
し
、砕
い
で
一
止
館
二
年
倣
泊
出
品
介
を

M
加
し
、

之
を
制
世
間
昔
院
た
ら
し
め
た
と
い
ふ
3
冗
徳
元
年
間
問
。

法
名
英
俊
。
そ
の
名
は
大
東
寺
紀
の
外
に
見
る
所
が

な
い
が
、
川
町
傑
氏
の
家
系
キ
一
見
る
に
家
容
と
泰
明
と

の
凶
に
地
多
の
年
序
を
前
似
て
る
か
ら
、
そ
の
定
所
守
山

充
た
す
人
か
と
考
へ
ら
れ
る
。


